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前

田

達

明

　
（
一
）

一　

本
稿
の
目
的

　

日
本
民
法
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
ド
イ
ツ
民
法
を
母
法
と
し
て
成
立
し
た
が
、
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
穂
積
陳
重
（
一
八
五
六
～
一
九
二

六
（
安
政
三
～
大
正
一
五
））
は
、
最
初
、
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
法
典
調
査
会
議
事
速
記
録
を
み
る
と
、
し
ば
し
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
判
例
が
引
用
さ
れ
て
お
り（

1
）、

中
で
も
、
民
法
第
四
一
六
条
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
有
名
な
判
例
で
あ
る
ハ
ド
レ
ー
事
件
に
由
来
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
現
在
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
（
平
井
宜
雄
﹃
損
害
賠
償
法
の
理
論
﹄
一
九
九
六
年
（
東
大
出
版
会
）
一
四
六
頁
）。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
法

（
2
）や

ア
メ
リ
カ
判
例（

3
）も

参
照
さ
れ
て
お
り
、
以
上
の
点
か
ら
だ
け
で
も
、
日
本
の
民
法
学
者
に
と
っ
て
、
英
米
法
研
究

は
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
そ
の
英
米
法
が
、
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
の
か
、
を
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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（
1
）例
え
ば
、
現
行
民
法
第
七
一
九
条
に
つ
い
て
、M

itchell v. T
arbutt 

（1794

）, 5 T. R
. 649, 101 E

ng. R
ep. 362, P

etrie v. L
am

ont 

（1841

）, C
ar. &

 M
. 92, 174 

E
ng. R

ep. 424, M
erryw

eather v. N
ixan 

（1799

）, 8 T. R
. 186, 101 E

ng. R
ep. 1337

が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
四
一
巻
一
一
五
丁

表
）。
以
上
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
前
田
達
明
﹃
不
法
行
為
帰
責
論
﹄
一
九
七
八
年
（
創
文
社
）
二
五
五
頁
参
照
。

（
2
）　

前
田
達
明
ほ
か
﹁︿
史
料
﹀
債
権
総
則
㈠
﹂
民
商
法
雑
誌
八
一
巻
三
号
（
一
九
七
九
年
）
四
二
六
頁
。

（
3
）　

例
え
ば
、
現
行
民
法
第
三
四
条
に
つ
い
て
、B

issel v. M
ichigan Southern R

ailw
ay C

om
pany and N

orthern Indiana R
ailw

ay C
om

pany, 22 N
. Y. 258

が

引
用
さ
れ
て
い
る
（
法
典
調
査
会
民
法
主
査
会
議
事
速
記
録
四
巻
一
二
六
丁
表
）。
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
前
田
達
明
﹃
民
法
の
＂
な
ぜ
＂
が
わ
か
る
﹄
二
〇
〇
五

年
（
成
文
堂
）
三
二
七
頁
参
照
。

二　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

　

⑴　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
独
仏
の
よ
う
に
、
民
法
典
を
は
じ
め
と
す
る
大
法
典
編
纂
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、

①
ロ
ー
マ
法
継
受
が
、
独
仏
の
よ
う
に
﹁
土
着
法
﹂
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
全
部
的
継
受
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
②
法
典
編
纂
運
動
が
部
分
的

に
し
か
成
功
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
ぜ
、
そ
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
王
裁
判
所
機
構

と
巡
回
裁
判
制
度

（
1
）に

よ
っ
て
、
早
く
か
ら
司
法
的
中
央
集
権
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
イ
ギ
リ
ス
法
曹
の
ギ
ル
ド
で
あ
る
イ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
コ
ー

ト
（Inns of C

ourt

）
を
中
心
と
し
て
、﹁
土
着
法
﹂
技
術
が
発
達
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
比
べ
て
、

イ
ギ
リ
ス
は
、
い
ち
早
く
司
法
中
央
集
権
化
が
進
展
し
、
し
た
が
っ
て
、
早
く
か
ら
国
の
裁
判
所
に
よ
る
法
創
造
が
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
、
と
わ
れ
て
い
る
（
高
柳
賢
三
﹃
英
米
法
源
理
論
︹
全
訂
版
︺﹄
一
九
三
八
年
（
有
斐
閣
）
三
六
頁
以
下
）。

　

も
っ
と
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
ロ
ー
マ
法
の
影
響
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
も
支

配
し
、
当
然
ロ
ー
マ
法
が
支
配
し
た
（
一
世
紀
後
半
か
ら
五
世
紀
前
半
。
ベ
イ
カ
ー
（
小
山
貞
夫
訳
）﹃
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
制
史
概
説
﹄
一

九
七
八
年
（
創
文
社
）
四
頁
）。
例
え
ば
、action in rem

とaction in personam
は
、
そ
の
名
称
と
内
容
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
法
の

　
（
二
）
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actio in rem

とactio in personam

に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
侵
入
（
四
〇
〇
年
～
六
〇
〇
年
）、
ノ
ル
マ
ン

人
の
征
服
（
一
〇
六
六
年
）
に
よ
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
よ
り
も
、
慣
習
法
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た（

2
）。

す
な
わ
ち
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
朝
の
エ
ド

ワ
ー
ド
証
聖
者
王
（E

dw
ard the C

onfessor. 

在
位
一
〇
四
二
年
～
一
〇
六
六
年
）
の
死
後
、ノ
ル
マ
ン
朝
の
ウ
イ
リ
ア
ム
一
世
（
征
服
王
）

（W
illiam

 I the C
ongueror. 

在
位
一
〇
六
六
年
～
一
〇
八
七
年
）
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
継
承
者
で
あ
る
と
主
張
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
王
位
に

つ
い
た
た
め
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
朝
の
法
を
尊
重
す
る
と
し
て
、
慣
習
法
を
尊
重
し
た
。
さ
ら
に
、
ヘ
ン
リ
ー
一
世
（H

enry I. 

在
位

一
一
〇
〇
年
～
一
一
三
五
年
）、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
（Stephen. 

在
位
一
一
三
五
年
～
一
一
五
四
年
）、
さ
ら
に
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
朝
の
ヘ

ン
リ
二
世
（H

enry II. 
在
位
一
一
五
四
年
～
一
一
八
九
年
）
も
、
同
様
の
こ
と
を
宣
言
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論　

上
﹄
一
九
八
〇
年
（
東
大
出
版
会
）
六
七
頁
）。

　

と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
一
二
世
紀
以
前
か
ら
、
訴
訟
当
事
者
に
付
き
添
っ
て
、
代
わ
っ
て
弁
論
し
、
弁
論
を
間
違
う
と
当

事
者
の
修
正
に
服
す
る
者
（
訴
答
人
＝advocatus

＝prolocutor

、
代
弁
人
＝narrator

＝pleader

）
と
、
訴
訟
当
事
者
の
地
位
に
代
わ

っ
て
立
ち
、
当
事
者
を
拘
束
す
る
形
で
行
為
す
る
者
（
代
訴
人
＝attornatus

＝procurator

）
の
二
種
類
の
訴
訟
を
手
助
け
す
る
人
々
が

い
た
（
ベ
イ
カ
ー
・
前
掲
書
一
一
三
頁
）。
そ
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
形
成
の
基
礎
で
あ
る
一
二
世
紀
に
始
ま
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
裁
判
所
（﹁
王

座
裁
判
所
﹂、﹁
民
訴
裁
判
所
﹂、﹁
財
務
裁
判
所（

3
）﹂

と
﹁
巡
回
裁
判
所
﹂）
に
お
け
る
、
訴
訟
手
続
の
方
式
化
、
技
術
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
ヘ

ン
リ
ー
二
世
の
改
革
に
よ
っ
て
、
専
門
的
な
知
識
な
く
し
て
は
訴
訟
遂
行
が
で
き
な
く
な
り
、
こ
こ
に
﹁
職
業
的
専
門
家
﹂
と
し
て
の
﹁
代

弁
人
﹂
が
生
ま
れ
た
。
代
弁
人
は
、
や
が
て
﹁
上
級
法
廷
弁
護
士
（serjeant-at-law （

4
））﹂

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
後
に
バ
リ
ス

タ
（barrister

）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
等
は
、
国
王
裁
判
所
、
特
に
民
事
訴
訟
を
中
心
と
す
る
﹁
民
訴
裁
判
所
（C

ourt of 

C
om

m
on P

leas

）﹂
で
の
弁
論
権
を
独
占
し
、
一
四
世
紀
に
は
、
裁
判
官
も
、
彼
ら
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
る
と
い
う
慣
行
が
成
立
し
た
。
そ

し
て
、
彼
等
に
よ
っ
て
、
裁
判
を
通
じ
て
法
曹
法
＝
判
例
法
、
い
わ
ゆ
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
（com

m
on law

）
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ

　
（
三
）
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ら
に
、
彼
ら
は
閉
鎖
的
な
ギ
ル
ド
を
形
成
し
、
新
し
い
法
曹
養
成
も
、
大
学
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
監
督
の
下
に
、
彼
ら
の
手
に
委
ね
ら
れ

た
。
こ
の
法
曹
養
成
の
機
関
が
、
法
曹
学
院
（Inns of C

ourt

）
で
あ
る
。
今
も
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
リ
ン
カ
ン
ズ
・
イ
ン
（L

incon ’s 

Inn

）、
グ
レ
イ
ズ
・
イ
ン
（G

ray ’s Inn

）、
ミ
ド
ル
・
テ
ン
プ
ル
（M

idle Tem
ple

）、
イ
ン
ナ
ー
・
テ
ン
プ
ル
（Inner Tem

ple

）
の
四

大
学
院
は
、
す
で
に
一
五
世
紀
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
当
然
、
ロ
ー
マ
法
の
講
義
で
は
な
く
、
実
務
的
な
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
講
義

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
お
い
て
ロ
ー
マ
法
の
講
義
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て

い
る
（
碧
海
純
一
＝
伊
藤
正
己
＝
村
上
淳
一
﹃
法
学
史
﹄
一
九
七
六
年
（
東
大
出
版
会
）
二
一
九
頁
（
伊
藤
正
己
））。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
完
成
し
た
ロ
ー
マ
法
を
継
受
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
裁
判
を
通
じ
て
、
法
を
形
成
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
、
物
理
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
い
ち
早
く
独
立
国
と
し

て
の
形
態
を
整
え
て
、
自
国
の
法
曹
法
形
成
が
で
き
る
﹁
余
裕
﹂（
国
力
）
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

5
）。

　

⑵　

さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
た
し
か
に
、
民
法
典
な
ど
の
法
典
編
纂
の
動
き
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
八
世
紀
に
始
ま
っ
た
。

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
形
成
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
ま
た
植
民
地
貿
易
の
大
い
な
る
発
展
の
歴
史
で
も
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
が
、
一
七
世
紀
の
後
半
に
は
二
倍
以
上
に
伸
び
、
さ
ら
に
、
一
八
世
紀
の
七

〇
年
間
に
は
、
さ
ら
に
二
倍
と
な
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
正
に
、
イ
ギ
リ
ス
﹁
商
業
革
命
﹂
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
重
商
主
義
帝
国
の

拡
大
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
、貿
易
商
人
の
社
会
的
地
位
の
向
上
を
も
た
ら
し
、彼
ら
は
支
配
階
級
で
あ
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
繰
り
入
れ
ら
れ
、

こ
こ
に
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
階
級
は
﹁
オ
ー
プ
ン
・
エ
リ
ー
ト
﹂
と
な
っ
た
（
川
北
稔
編
﹃
イ
ギ
リ
ス
史
﹄
一
九
九
八
年
（
山
川
出
版
社
）

二
三
五
頁
）。
そ
し
て
、
こ
の
﹁
商
業
革
命
﹂
と
一
七
世
紀
後
半
か
ら
は
じ
ま
っ
た
﹁
農
業
革
命
﹂
は
、
一
七
四
〇
年
代
以
降
か
ら
出
生
率

を
増
加
さ
せ
、
人
口
の
急
速
な
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、﹁
産
業
革
命
﹂
が
進
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
（
川
北
・
前
掲
書
二
四
五
頁
）。

　
（
四
）
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こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
革
は
、﹁
団
体
と
し
て
の
法
曹
﹂
の
も
つ
﹁
コ
モ
ン
・
ロ
ー
﹂
へ
の
楽
天
主
義
と
保
守
主
義
に
対
す
る
批
判
の
原

因
と
も
な
っ
た
。
そ
の
代
表
者
は
、
ベ
ン
タ
ム
（Jerem

y B
entham

. 

一
七
四
八
～
一
八
三
二（

6
））

で
あ
る
。
か
れ
は
、
リ
ン
カ
ン
ズ
・
イ

ン
の
バ
リ
ス
タ
で
あ
っ
た
が
、
物
理
学
（
内
燃
機
関
の
研
究
も
あ
る
。）
な
ど
自
然
科
学
に
も
造
詣
が
深
く
、
合
理
的
科
学
思
考
を
も
っ
て
、

法
は
﹁
功
利
主
義
＝
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
﹂
を
目
的
と
し
、﹁
幸
福
微
積
分
学
﹂（felicific calculus

）
に
よ
っ
て
、
法
学
の
全
領
域
を

検
証
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
（
ベ
イ
カ
ー
・
前
掲
書
五
〇
八
頁
）。
そ
し
て
、
彼
は
、﹁
コ
モ
ン
・
ロ
ー
﹂
＝
判
例
法
を
批
判
し
て
、

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、＂﹁
判
例
法
﹂
は
、
そ
の
内
容
が
、
あ
ら
か
じ
め
知
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

人
は
、
そ
の
知
り
得
な
い
法
で
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
し
た
行
為
が
違
法
で
あ
る
か
否
か
は
、
後
に
な
っ
て
、

裁
判
所
が
、
そ
れ
に
法
的
不
利
益
を
加
え
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
解
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
誠
に
不
当
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
法

の
改
革
は
、
立
法
、
制
定
法
に
よ
っ
て
、
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
法
の
基
本
的
部
分
は
、
誰
に
で
も
、
そ
の
意
味
が
、
は
っ
き
り
解

り
、
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
簡
潔
な
法
典
の
形
式
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
＂、
と
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、＂
法
典
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
、
父
が
、
誰
の
助
け
を
得
な
く
て
も
、
こ
れ
を
手
に
も
っ
て
、
子
供
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
＂、
と
述
べ
て
い
る
（
田
中

英
夫
﹃
英
米
法
総
論　

上
﹄
一
九
八
〇
年
（
東
大
出
版
会
）
一
五
二
頁
）。

　

こ
の
よ
う
な
、
ベ
ン
タ
ム
の
主
張
（
ベ
ン
タ
ミ
ズ
ム
）
は
、
法
の
職
業
的
専
門
家
た
る
﹁
法
曹
﹂
に
と
っ
て
は
、
快
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ベ
ン
タ
ミ
ズ
ム
は
、
い
く
ば
く
か
の
成
果
は
修
め
た
も
の
の
（
例
え
ば
、
選
挙
法
の
改
正
。R

eform
 A

ct. 

1832

）、
そ
の
運
動
、
特
に
民
法
典
編
纂
と
い
っ
た
実
体
法
の
編
纂
は
イ
ギ
リ
ス
に
は
合
わ
な
い
、
と
主
張
す
る
法
曹
の
﹁
職
業
的
利
益
﹂

に
妨
げ
ら
れ
て
成
功
せ
ず
（
プ
ラ
ク
ネ
ッ
ト
（
伊
藤
正
己
監
修
）﹃
イ
ギ
リ
ス
法
制
史　

総
説
編　

上
﹄
一
九
五
九
年
（
東
大
出
版
会
）
一

三
六
頁
）、
民
法
典
な
ど
の
法
典
制
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た（

7
）（

伊
藤
正
己
＝
田
島
裕
﹃
英
米
法
﹄
一
九
八
五
年
（
筑
摩
書
房
）
三
八
八
頁
）。

　

そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
バ
ー
ク
（E

dm
und B

urke. 

一
七
二
九
～
一
七
九
七（

8
））

の
考
え
、
す
な
わ
ち
、
歴
史
と
経
験
そ
し

　
（
五
）
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て
妥
協
と
慎
重
な
改
革
、
と
い
う
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
い
う
﹁
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
精
神
﹂
が
、
今
も
、
妥
当
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
プ
ラ

ク
ネ
ッ
ト
・
前
掲
書
一
四
一
頁
）。

　

⑶　

も
ち
ろ
ん
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
個
別
の
制
定
法
は
存
在
す
る
（
高
柳
賢
三
﹃
英
米
法
源
理
論
﹄
一
三
三
頁
）。
例
え
ば
、﹁
物

権
法
﹂
の
分
野
に
お
い
て
は
、
土
地
に
つ
い
て
、Statute of G

loucester

（
一
二
七
八
年
）、Statute of M

ortm
ain

（
一
二
七
九
年
）、

D
e D

onis

法
（
一
二
八
五
年
）、
さ
ら
に
、L

aw
 of P

roperty A
ct

（
一
九
二
五
年
）
な
ど
あ
る
。
ま
た
﹁
債
権
法
﹂
の
分
野
で
は
、Sale 

of G
oods A

ct

（
一
八
九
三
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
伊
藤
正
己
＝
田
島
裕
・
前
掲
書
二
八
六
頁
）。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
親

族
法
、
相
続
法
の
分
野
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
家
族
は
国
家
の
基
本
で
あ
り
、
そ
の
﹁
家
族
﹂
の
あ
り
方
は
国
家
の
重
大
な
関
心
事
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
統
一
的
に
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
り
、
制
定
法
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
イ
ギ
リ
ス
を

含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
家
族
に
対
す
る
教
会
裁
判
所
の
支
配
を
排
除
す
る
必
要
も
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
婚

姻
や
離
婚
は
教
会
法
（C

anon L
aw

）、
す
な
わ
ち
、
教
会
裁
判
所
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
）。

　

親
族
法
の
中
心
と
な
る
の
は
、﹁
婚
姻
﹂、
特
に
﹁
離
婚
﹂
で
あ
る
が
、
こ
の
点
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
永
く
教
会
法
（
教
会
裁
判
所

の
管
轄
下
）
の
支
配
下
に
あ
り
、ヘ
ン
リ
ー
八
世
（H

enry V
III. 

在
位
一
五
〇
九
年
～
一
五
四
七
年
）
の
離
婚
事
件
を
契
機
に
発
生
し
た
﹁
宗

教
改
革
﹂
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た（

9
）離

婚
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
田
中
和
夫
﹁
イ
ギ
リ
ス
の
婚
姻
法
﹂
比
較

法
研
究
第
一
八
号
（
一
九
五
九
年
）
二
五
頁
）。
し
か
し
、
そ
の
手
続
が
面
倒
で
あ
っ
た
た
め
、
つ
い
に
、
一
八
五
七
年
に
﹁
婚
姻
事
件
法
﹂

（M
atrim

onal C
auses A

ct

）
が
制
定
さ
れ
、
遺
言
の
検
認
、
離
婚
の
管
轄
権
が
教
会
裁
判
所
か
ら
国
家
に
移
譲
さ
れ
た（

10
）。

　

婚
姻
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
法
律
と
し
て
は
、
一
七
五
三
年
の
﹁M

arriage A
ct

（
い
わ
ゆ
る
、
ハ
ー
ド
ウ
イ
ッ
ク
卿
法
）﹂、
一
八
二
三

年
の
﹁M

arriage A
ct

﹂、
一
八
五
六
年
の
﹁M

arriage A
ct

﹂
な
ど
が
先
行
し
て
い
た
（
中
川
善
之
助
編
﹃
注
釈
親
族
法　

上
﹄
一
九
五
〇

年
（
有
斐
閣
）
一
一
四
頁
（
内
田
力
蔵
）、
田
中
和
夫
﹃
イ
ギ
リ
ス
の
婚
姻
法
﹄
二
五
頁
）。

　
（
六
）
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相
続
に
関
し
て
は
、
遺
言（

11
）が

あ
れ
ば
、
そ
れ
が
優
先
し
、
し
か
も
完
全
な
﹁
遺
言
自
由
の
原
則
﹂
を
採
用
し
、
遺
留
分
制
度
は
存
在
し
な

か
っ
た（

12
）。

し
か
し
、
一
八
九
〇
年
の
﹁Intestates ’ E

state A
ct

（
遺
言
死
亡
者
遺
産
）﹂、
一
九
三
八
年
の
﹁Inheritance

（F
am

ily 

P
rovision

） A
ct

（
相
続
（
遺
族
扶
養
）
法
）﹂
な
ど
が
制
定
さ
れ
て
以
後
は
、
遺
族
、
特
に
生
存
配
偶
者
に
対
し
て
、﹁
遺
留
分
﹂
に
類
似

し
た
﹁
扶
養
料
﹂
の
支
払
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

他
方
、
無
遺
言
相
続
に
つ
い
て
、
か
つ
て
は
、real property

の
相
続
とpersonal property

（
動
産
。real action

が
不
可
能
）
の
相

続
の
区
別
が
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
が
適
用
さ
れ
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
カ
ノ
ン
法
（
し
た
が
っ
て
、
教
会
裁
判
所

の
管
轄
）
と
一
六
七
〇
年
の
﹁Statute of D

istribution 

（
人
的
財
産
相
続
法
）﹂
が
適
用
さ
れ
た
。
ま
た
、real property

の
相
続
は
、

descent

ま
た
はinheritance
（
物
的
財
産
法
定
相
続
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
相
続
人
（heir

）
は
、
男
子
単
独
相
続
制
（prom

ogeniture

）

で
あ
っ
た
。
他
方
、personal property
の
相
続
は
、distribution

（
人
的
財
産
相
続
）
と
呼
ば
れ
、
相
続
人
（next of kin

）
は
、
原
則

と
し
て
、
寡
婦
と
子
供
で
、
均
分
相
続
を
し
た
。
こ
の
よ
う
な
相
続
法
制
度
は
、
一
九
二
五
年
の
﹁A

dm
inistration of E

states A
ct

﹂

ま
で
維
持
さ
れ
、
そ
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、real property

とpersonal property

の
区
別
は
全
廃
さ
れ
、
全
て
の
財
産
が
同
一
の

法
に
服
し
、原
則
と
し
て
均
分
相
続
制
が
と
ら
れ
て
い
る
（
中
川
善
之
助
編
﹃
注
釈
相
続
法　

下
﹄
一
九
五
五
年
（
有
斐
閣
）
三
二
六
頁
（
内

田
力
蔵
）、
澤
田
み
の
り
﹁
イ
ギ
リ
ス
相
続
法
﹂
比
較
法
研
究
第
三
二
号
（
一
九
七
一
年
）
一
頁
）。

（
1
）　

こ
の
巡
回
裁
判
制
度
は
、
王
の
裁
判
所
に
よ
る
司
法
の
中
央
集
権
化
を
地
方
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
地
方
と
の
調
整
役
を
果
た
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
第
二
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
法
（
一
二
八
五
年
）
に
起
源
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
（
高
柳
賢
三
﹃
英
米
法
の
基
礎
﹄
一
九
五
八
年
（
有

斐
閣
）
二
五
頁
）。

（
2
）　

も
っ
と
も
、
ロ
ー
マ
の
法
律
家
と
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
家
が
酷
似
し
た
方
法
論
を
採
用
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
学
者
も
い
る
。
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
ほ
か
（
眞
田
芳
憲
ほ

か
訳
）﹁
ロ
ー
マ
法
と
コ
モ
ン
・
ロ
ー
﹂
比
較
法
雑
誌
三
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
三
頁
、
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
七
頁
。

　
（
七
）
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（
3
）　
﹁
王
座
裁
判
所
﹂
は
犯
罪
と
不
法
行
為
を
扱
い
、﹁
民
訴
裁
判
所
﹂
は
不
動
産
と
金
銭
債
務
を
扱
っ
た
。
他
方
、﹁
財
務
裁
判
所
﹂
は
、
相
手
が
債
務
を
弁
済
せ
ず
、

ま
た
は
賠
償
し
な
い
の
で
、
自
分
の
国
王
に
対
す
る
債
務
を
弁
済
で
き
な
い
、
と
い
う
﹁
擬
制
﹂
を
も
っ
て
、
民
事
事
件
を
国
王
の
財
務
事
件
と
し
て
民
事
裁
判
権

を
獲
得
し
た
（
末
延
三
次
﹃
英
米
法
の
研
究　

下
﹄
一
九
六
〇
年
（
東
大
出
版
会
）
三
九
三
頁
）。

（
4
）　

他
方
、
先
の
代
訴
人
の
系
統
か
ら
事
務
弁
護
士
、
す
な
わ
ち
ソ
リ
ス
タ
（solicitor

）
が
生
ま
れ
た
（
伊
藤
正
己
＝
田
島
裕
﹃
英
米
法
﹄
八
一
頁
）。

（
5
）　

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
海
外
出
兵
（
一
二
世
紀
の
リ
チ
ャ
ー
ド
一
世
に
よ
る
十
字
軍
遠
征
、
一
四
～
一
五
世
紀
の
百
年
戦
争
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
出
兵
な
ど
）
や

内
戦
（
一
五
世
紀
の
バ
ラ
戦
争
な
ど
）
が
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
（
例
え
ば
、
一
七
世
紀
の
三
十
年
戦
争
に
よ
る
全
土
の
荒
廃
）
や
フ
ラ
ン
ス
（
例
え
ば
、
百
年
戦
争

に
よ
る
全
土
の
荒
廃
）
ほ
ど
の
損
失
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
い
ち
早
く
発
展
し
た
第
一
の
原
因
と
い
え
る
。
次
に
、

イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
に
比
べ
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
、
海
を
へ
だ
て
て
遠
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
第
二
の
原
因
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
の
こ
と
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
支
配
か
ら
、
い
ち
早
く
脱
し
て
、
精
神
的
自
由
を
得
る
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
土
が
、
フ
ラ
ン
ス
（
イ

ギ
リ
ス
の
二
倍
）、
ド
イ
ツ
（
イ
ギ
リ
ス
の
一
・
五
倍
）
に
比
し
て
、
小
さ
い
こ
と
も
、
国
の
統
一
を
容
易
に
し
、
大
法
典
の
立
法
を
待
た
ず
に
、
判
例
法
に
よ
る
法

の
統
一
が
可
能
で
あ
っ
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
前
田
達
明
﹃
民
法
の
＂
な
ぜ
＂
が
わ
か
る
﹄
三
一
四
頁
参
照
）。

（
6
）　

ベ
ン
タ
ム
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
（
中
野
好
夫
訳
）﹃
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
思
想
史　

中
﹄
一
九
六
九
年
（
筑
摩
書
房
）
三
〇
二
頁
。

（
7
）　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
成
文
法
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
末
延
三
次
﹃
英
米
法
の
研
究　

下
﹄
四
二
三
頁
参
照
。

（
8
）　

バ
ー
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
批
判
的
で
あ
り
、
一
七
九
〇
年
﹃
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
つ
い
て
の
省
察
﹄
と
い
う
書
物
を
出
し
て
い
る
（
川
北
稔
編
﹃
イ
ギ
リ
ス
史
﹄

二
六
二
頁
）。

（
9
）　

佐
藤
幸
治
ほ
か
﹃
法
律
学
入
門
︹
第
三
版
︺﹄
二
〇
〇
六
年
（
有
斐
閣
）
五
二
頁
（
前
田
達
明
）。

（
10
）　

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
田
中
和
夫
﹁
イ
ギ
リ
ス
の
離
婚
法
﹂
比
較
法
研
究
第
二
号
（
一
九
五
一
年
）
一
頁
、
前
田
達
明
﹃
愛
と
家
庭
と
﹄
一
九
八
五
年
（
成

文
堂
）
一
七
四
頁
。

（
11
）　

一
五
四
〇
年
の
﹁Statute of W

ills

（
遺
言
法
）﹂
及
び
一
六
六
〇
年
の
﹁Tenures A

bolition A
ct

（
土
地
保
有
条
件
廃
止
法
）﹂
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
禁
止
さ

れ
て
い
たreal property

（
不
動
産
。real action

が
可
能
）
の
遺
言
書
が
自
由
に
な
っ
た
。

（
12
）　

遺
言
自
由
の
原
則
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
中
頃
に
認
め
ら
れ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（J. 

S. M
ill. 

一
七
七
三
～
一
八
三
八
）
が
私
有
財
産
制
の
理
論
的
な
帰
結
と
し
て
説
い
た
頃
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
中
川
善
之
助
編
﹃
注
釈
相
続
法　

下
﹄
三

五
二
頁
（
内
田
力
蔵
）。

　
（
八
）
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三　

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

　

⑴　

北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
の
植
民
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
一
六
〇
七
年
）
よ
り
も
、
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
（
一
六
世
紀

中
頃
か
ら
）
や
ス
ペ
イ
ン
（
一
六
世
紀
中
頃
か
ら
）
な
ど
の
方
が
先
で
あ
り
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
（
一
七
世
紀
初
頭
）
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
一

七
世
紀
前
半
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
頃
に
植
民
し
て
い
た
（
紀
平
英
作
編
﹃
ア
メ
リ
カ
史
﹄
一
九
九
九
年
（
山
川
出
版
社
）
三
一
頁
）。

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
勢
力
関
係
が
、
植
民
地
に
お
け
る
勢
力
に
も
反
映
し
、
一
八
世
紀
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
、

そ
の
覇
権
を
争
い
（
紀
平
英
作
編
・
前
掲
書
四
八
頁
）、﹁
七
年
戦
争（

1
）（

一
七
五
六
年
～
一
七
六
三
年
。
フ
レ
ン
チ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
戦
争
）﹂
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
に
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
り
、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
優
位
が
確
立
し
た

（
紀
平
英
作
編
・
前
掲
書
六
四
頁
）。

　

ま
た
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
べ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
、
よ
り
植
民
地
政
策
に
力
を
入
れ
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ
る
、
と
い

わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
商
人
は
、
大
き
な
利
益
を
目
指
し
て
、
海
外
活
動
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
し
ば
し
ば
、
国
王
か
ら

C
harter

（
特
許
状
）
を
得
て
、
会
社
を
組
織
し
て
活
動
し
た
、
② 

＂
第
一
次enclosure m

ovem
ent

（
囲
い
込
み
運
動
）（
一
五
世
紀
末
か

ら
一
七
世
紀
中
頃
）＂
は
、
農
民
の
都
会
へ
の
流
出
、
貧
民
の
増
大
と
い
う
社
会
問
題
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
解
決
と
し
て
植
民
地
経
営
が
考

え
ら
れ
た
、
③
宗
教
上
の
理
由
で
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
以
外
の
宗
派
（
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
）
の
人
々
や
宗
教
改
革
の
徹
底
を
唱
え
る
人
々

が
、本
国
か
ら
船
出
し
て
い
っ
た
（
田
中
英
夫
﹃
ア
メ
リ
カ
法
の
歴
史　

上
﹄
一
九
六
八
年
（
東
大
出
版
会
）
一
頁
、同
﹃
英
米
法
総
論　

上
﹄

一
八
七
頁
）。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
人
の
多
く
が
、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
向
か
っ
た
の
は
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
よ
り
も
、
地
理
的
気
候
的
に
本
国
と
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

⑵　

そ
し
て
、
一
七
七
五
年
四
月
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
戦
争
が
始
ま
り
、
一
七
七
六
年
に
ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言
が
出
さ
れ
て
、
一
七

　
（
九
）
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八
一
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
勝
利
し
た
。
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
は
、
西
へ
の
領
土
拡
大
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
特
に
、

ア
メ
リ
カ
史
上
最
大
の
領
土
拡
大
は
、
一
八
〇
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
領
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
購
入
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
各
州

の
植
民
の
形
態
も
異
な
り
、
ま
た
、
地
理
的
条
件
、
経
済
的
条
件
、
人
口
な
ど
に
も
大
き
な
差
が
あ
り
、
そ
の
植
民
者
の
出
身
地
も
異
な
り
、

さ
ら
に
宗
教
的
に
も
宗
派
を
異
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
前
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
拡
大
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
植
民
地
の
併

合
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
各
州
の
﹁
独
立
意
識
﹂
が
強
い
こ
と
は
、
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
（
田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論　

上
﹄
一

八
七
頁
）。
州
の
﹁
独
立
性
﹂
の
確
立
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
﹁
個
人
主
義
﹂
も
、
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
、＂
極
端
な
＂
ま
で
に
﹁
個
人
主
義
﹂
が
発
展
し
た
の
は
、
①
一
八
世
紀
の
政
治
思
想
＝
近
代
自
然
法
思
想
が
、
ア
メ
リ
カ
で

受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
は
、
個
人
と
し
て
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
然
権
（natural right

）
を
も
ち
、
そ

れ
は
侵
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
実
定
法
は
、
そ
れ
を
創
設
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宣
言
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
思
想

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
個
人
の
権
利
は
、
い
か
な
る
法
も
侵
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
（F

letcher v. 

P
eck, 10 U

.S. 87

（1810

）
が
最
適
例
）。
②
さ
ら
に
、
一
八
、
一
九
世
紀
の
﹁
法
哲
学
﹂
が
、
個
人
主
義
の
発
展
に
役
立
っ
た
と
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
カ
ン
ト
が
＂
法
は
、
あ
る
人
の
意
思
が
、
他
人
の
意
思
と
自
由
の
普
遍
的
法
則
に
し
た
が
っ
て
、
調
和
せ
し
め
ら
れ
得
る
た
め
の

条
件
の
総
体
で
あ
る
＂
と
、
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
各
個
人
に
、
で
き
る
だ
け
広
い
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
が
法
の
目
的
で
あ
る
、
と
理
解

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
歴
史
学
派
（
法
は
、
個
人
の
意
思
に
対
し
て
、
他
人
の
意
思
か
ら
独
立
し
て
支
配
す
べ
き
領
域
を
割
り

当
て
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
由
な
行
為
者
が
調
和
を
も
っ
て
共
存
で
き
る
）、
メ
ー
ン
の
歴
史
主
義
（
法
の
発
展
を

身
分
か
ら
契
約
へ
と
把
握
す
る
個
人
主
義
思
想
）、
ベ
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
（
各
個
人
が
自
己
の
幸
福
の
判
定
者
で
あ
り
、
立
法
は
、
他
人

の
同
じ
地
位
を
確
保
す
る
の
に
必
要
で
な
い
個
人
の
自
由
な
行
動
へ
の
制
限
を
す
べ
て
除
去
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
）、
さ

ら
に
﹁
実
証
主
義
哲
学
﹂
や
﹁
機
械
的
社
会
学
派
﹂
も
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
個
人
主
義
の
発
展
に
役
立
っ
た
、
と
さ
れ
る
（
伊
藤
正
己
＝

　
（
一
〇
）
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田
島
裕
・
前
掲
書
五
四
頁
）。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
同
じ
状
況
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
特
に
＂
極
端
な
＂
個
人
主
義

が
発
展
し
た
理
由
と
し
て
は
、
次
の
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
③
ア
メ
リ
カ
拡
大
、
す
な
わ
ち
﹁
西
部
﹂
へ
の
開
拓
発
展
は
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
（frontier

）
精
神
を
生
み
、
人
口
過
疎
な
農
業
社
会
で
あ
る
開
拓
者
社
会
に
お
い
て
は
、
助
け
る
者
の
少
な
い
広
野
で
、
多

く
の
困
難
に
立
ち
向
か
う
﹁
個
人
﹂
の
力
へ
の
信
頼
（
結
局
、＂
一
人
の
拳
銃
が
す
べ
て
を
解
決
す
る
＂
シ
ェ
ー
ン
。）
こ
そ
が
、
生
き
る
た

め
の
最
大
の
武
器
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
＂
極
端
な
＂
個
人
主
義
発
展
の
根
元
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
（
伊
藤
正
己
＝
田
島
裕
・
前
掲
書
五
七
頁
）。

　

し
か
る
に
、
全
体
的
に
見
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
法
が
継
受
さ
れ
た
理
由
は
、
植
民
地
時
代
に
は
、
①
植
民
地
の
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
商
取

引
上
の
問
題
が
増
え
る
と
、
そ
の
解
決
の
指
針
を
発
達
し
た
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
法
に
求
め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
、
②
植
民
地
の
住
民
も
、

＂
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
だ
＂、
と
主
張
し
て
い
た
、
③
イ
ギ
リ
ス
の
﹁
法
曹
学
院
﹂
で

教
育
を
受
け
た
者
を
は
じ
め
、
専
門
法
律
家
が
で
き
て
き
た
（
田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論　

上
﹄
一
九
七
頁
）。
さ
ら
に
、
独
立
後
も
、
④

反
英
親
仏
感
情
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
採
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
言
語
的
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
（
フ
ラ
ン
ス
語
を
理
解
す

る
も
の
が
少
な
く
、
英
訳
本
も
少
な
か
っ
た
）、
⑤
独
自
に
ア
メ
リ
カ
法
を
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
力
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
法
曹
に
は

な
か
っ
た
、
⑥
一
九
世
紀
に
入
っ
て
、
反
英
感
情
が
和
ら
い
だ
、
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
購
入
し
た

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
系
に
止
ま
り
、
一
八
二
五
年
に
、﹁
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
﹂
を
模
倣
し
た
﹁
民
法
典
﹂
が
制
定
さ
れ
た（

2
）。

し

た
が
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
す
な
わ
ち
判
例
法
が
支
配
し
た
。
も

っ
と
も
、
政
治
的
経
済
的
な
民
主
化
が
達
成
さ
れ
た
、
と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ク
ス
ニ
ア
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（Jacksonian D

em
ocracy. 

一

八
二
九
年
～
一
八
四
一
年
）
の
時
代
に
は
（
紀
平
英
作
編
・
前
掲
書
一
一
九
頁
）、
法
が
、
も
っ
ぱ
ら
法
曹
階
級
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

　
（
一
一
）
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こ
と
に
反
対
し
、
一
般
人
が
法
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
法
典
を
編
纂
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
た
（
田
中
英
夫
﹃
ア
メ

リ
カ
法
の
歴
史　

上
﹄
三
九
七
頁
、
田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論　

上
﹄
二
七
三
頁
）。

　

そ
し
て
、
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
い
て
は
、
一
八
六
五
年
にC

ivil C
ode

（
民
法
典
）
の
﹁
案
﹂
が
成
立
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
よ

り
は
、
こ
の
法
典
編
纂
運
動
は
成
功
し
た
が
（
田
中
英
夫
﹃
ア
メ
リ
カ
法
の
歴
史　

上
﹄
四
〇
一
頁
）、
大
勢
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
ベ
ン
タ
ニ
ズ
ム
と
同
様
に
法
曹
の
反
対
に
あ
い
、
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
＂
極
端
な
＂﹁
個
人
主
義
﹂
は
、
上
意
下
達
の
性
格
を

必
然
と
す
る
﹁
法
典
編
纂
﹂
運
動
に
親
し
ま
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
す
な
わ
ち
判
例
法
を
打
破

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

⑶　

そ
し
て
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
法
分
野
の
法
状
況
の
概
観
は
、
次
の
通
り
で
あ
る

（
3
）。

Ａ　

も
と
も
と
成
文
法
な
く
し
て
発
達
し
て
き
た
分
野　

↓　

代
理
、
物
権
、
不
動
産
担
保
、
保
証
、
契
約
、
不
法
行
為
、
遺
言
等

　

も
と
も
と
成
文
法
が
な
い
ま
ま
、
判
例
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
ケ
ー
ス
・
ロ
ー
が
形
成
さ
れ
て
き
た
分
野
（
い
わ
ゆ
る
﹁
コ
モ
ン
・
ロ

ー
﹂）
の
分
野
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
例
外
的
に
、
元
仏
領
で
あ
る
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
は
、
古
く
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
の

流
れ
を
汲
むC

ivil C
ode

が
存
在
し
、
独
自
の
発
達
を
遂
げ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
分
野
に
お
い
て
は
、
二
〇
世
紀
以
降
、
予
測
可
能
性
を
害
す
る
ほ
ど
に
、
複
雑
に
な
っ
て
き
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
を
整
理
す
べ

く
、
著
名
な
法
律
家
ら
に
よ
る
私
的
研
究
機
関
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
メ
リ
カ
法
律
協
会
（A

m
erican L

aw
 Institute. A

L
I.

一
九
二
三

年
創
立
）
か
ら
﹁
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（R

estatem
ent of L

aw （
4
）：

日
本
で
言
え
ば
﹁
注
釈
民
法
﹂。）
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

多
数
の
判
例
か
ら
抽
出
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
ロ
ー
・
ル
ー
ル
が
条
文
の
よ
う
な
形
で
整
理
さ
れ
、
判
例
法
の
現
状
と
、
判
例
が
分
か
れ
て
い
る

点
に
つ
い
て
は
﹁
あ
る
べ
き
法
﹂
を
提
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
裁
判
所
に
お
い

て
も
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
ほ
ど
高
い
権
威
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
（
一
二
）
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も
っ
と
も
、
現
在
で
は
、
こ
う
し
た
分
野
に
つ
い
て
も
、
州
ご
と
に
立
法
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
契
約
法
の
分
野
で
は
、
統
一
州
法

委
員
全
国
会
議
（N

ational C
onference of C

om
m

issioners on U
niform

 State L
aw

s. N
C

C
U

SL
.

一
八
九
二
年
創
立
）
が
、
上
記
Ａ

Ｌ
Ｉ
と
共
同
で
起
草
し
た
統
一
商
法
典
（U

niform
 C

om
m

ercial C
ode. U

C
C

. 

一
九
五
一
年
成
立
）
の
第
二
章
（
動
産
売
買
）
や
第
二
Ａ

章
（
動
産
リ
ー
ス
）
は
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
以
外
の
全
州
で
法
律
と
し
て
採
用
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
州
法
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
主
要
な
法
律
概
念
等
は
、
成
文
化
さ
れ
て
も
、
な
お
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
成
文
法
が
リ
ー
ド
し
て
き
た
分
野　

↓　

親
族
、
相
続
（
遺
言
を
除
く
）、
動
産
・
債
権
担
保
、
組
合
等

　

こ
れ
ら
も
、
も
と
も
と
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
対
象
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
各
州
の
成
文
法
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
か

ら
は
、
主
に
成
文
法
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
、
発
達
し
て
き
た
分
野
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
動
産
・
債
権
担
保
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
第
九
章
：
ル
イ
ジ
ア
ナ
を

含
む
全
州
で
採
用
）
や
組
合
（U

niform
 P

artnership A
ct

（
一
九
一
四
年
、一
九
九
七
年 

）／ U
niform

 L
im

ited P
artnership A

ct

（
一

九
一
六
年
、
一
九
六
七
年
）：
多
く
の
州
で
採
用
）
の
分
野
で
は
、
あ
る
程
度
、
州
法
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
親
族
・

相
続
の
分
野
は
、
全
て
の
州
に
成
文
法
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
州
ご
と
に
様
々
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
Ｌ
に
よ
る
統
一
州
法

案
が
い
く
つ
か
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
全
州
で
採
用
さ
れ
て
い
るU

niform
 Interstate F

am
ily Support A

ct （
5
）（

一
九
九
二
年
、
二
〇
〇
一

年
）
を
除
き
、
そ
の
多
く
は
、
ま
だ
圧
倒
的
多
数
の
州
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
、
現
状
で
あ
る

（
1
）　
﹁
七
年
戦
争
﹂
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
が
フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
協
力
を
得
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
（
在
位
一
七
四
〇

年
～
一
七
八
六
年
）
と
戦
っ
た
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
＝
イ
ギ
リ
ス
側
が
勝
利
し
た
。
そ
し
て
、
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス

と
フ
ラ
ン
ス
が
戦
争
し
、
こ
れ
を
﹁
フ
レ
ン
チ
・
ア
ン
ド
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。
一
七
六
三
年
に
講
和
条
約
が
成
立
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
北
は

ハ
ド
ソ
ン
湾
地
域
か
ら
南
は
フ
ロ
リ
ダ
ま
で
を
領
土
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
紀
平
英
作
・
前
掲
書
四
九
頁
）。
ま
た
、
こ
の
戦
争
で
は
、
一
七
五

　
（
一
三
）
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七
年
の
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
で
、
東
イ
ン
ド
会
社
軍
が
フ
ラ
ン
ス
＝
ベ
ン
ガ
ル
土
侯
連
合
軍
を
敗
っ
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
を
定
着
さ
せ
た
（
川

北
稔
編
・
前
掲
書
二
三
四
頁
）。

（
2
）　

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
サ
ン
ヂ
ョ
ゼ
フ
（
福
地
家
良
訳
）﹃
亜
米
利
加
累
斯
安
州
民
法
﹄（
司
法
省
蔵
版
（
一
八
八
二
年
））
が
、
日
本
訳
の
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

P
rof. Jay M

. F
einm

an

と
松
井
保
仁
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
4
）　

一
九
二
三
年
か
ら
着
手
さ
れ
、C

ontracts

（
一
九
三
二
年
）、A

gency

（
一
九
三
三
年
）、C

onflicts of L
aw

s

（
一
九
三
四
年
）、Torts

（
一
九
三
四
～
三
九
年
）、

T
rusts

（
一
九
三
五
年
）、P

roperty

（
一
九
三
六
～
四
四
年
）、R

estitution

（
一
九
三
七
年
）、Security

（
一
九
四
一
年
）、Judgem

ents

（
一
九
四
二
年
）
が
刊

行
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
は
第
二
版
の
刊
行
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

（
5
）　

複
数
の
州
に
関
連
す
る
扶
養
命
令
に
関
す
る
管
轄
、
準
拠
法
、
並
び
にO

pportunity R
econciliation

命
令
の
成
立
・
変
更
・
履
行
強
制
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
統
一
州
法
案
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
の
連
邦
法 P

ersonal R
esponsibility and W

ork O
pportunity R

econcilidation A
ct 

に
よ
り
、
そ
の
採

択
が
扶
養
命
令
の
履
行
強
制
に
つ
い
て
今
後
も
連
邦
か
ら
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
た
め
の
条
件
と
さ
れ
た
た
め
、
全
て
の
州
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

四　

結
び
に
代
え
て

　

以
上
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
英
米
法
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
力
と
経
済
力
に
よ
っ
て
、
世
界
に
流
布
し
て
い
っ
た（

1
）。

特
に
、

日
本
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
中
で
再
建
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
は
大
で
あ
り
、
最
近
も
、
民
法
（
債

権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
の
公
表
し
た
﹁
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
﹂（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
二
六
号
（
二
〇
〇
九
年
））
の
中
で
、
そ
の
典
型
契

約
の
一
つ
と
し
て
、﹁
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
﹂
と
い
う
英
語
名
の
契
約
類
型
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
＂
象
徴
＂
と
い
え
よ

う
（
同
書
三
四
七
頁
）。
確
か
に
、
世
界
金
融
恐
慌
以
後
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
停
滞
し
、
政
治
的
経
済
的
多
極
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い

る
と
は
い
え
、
国
際
取
引
に
お
け
る
基
軸
通
貨
は
、﹁
ド
ル
﹂
で
あ
り
、
世
界
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
影
響
力
は
、
い
ま
だ
、
大
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
法
実
務
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
法
の
需
要
は
大
で
あ
る
（
殆
ん
ど
の
弁
護
士
や
企
業
法
務
家
の
留
学
先
が
、
ア
メ

　
（
一
四
）
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リ
カ
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
）。
し
た
が
っ
て
、
我
々
研
究
者
に
と
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
法
研
究
の
必
要
性
は
、
増
す
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
減
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
）　

イ
ギ
リ
ス
法
（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
）
の
世
界
的
流
布
に
つ
い
て
は
、Z

w
eigert

＝K
ötz “E

inführung in die R
echtsvergleichung B

d.I ” 1971, S. 271ff. 

（
大
木

雅
夫
訳
﹃
比
較
法
概
論　

原
論　

下
﹄
一
九
七
四
年
四
一
九
頁
）
に
詳
し
い
。
な
お
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
（
若
林
三
奈
訳
）﹁
私
法
学
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
化
︱
私
の
歩
ん
だ
道
と
歩
む
道
︱
﹂
民
商
法
雑
誌
一
四
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
六
五
頁
参
照
。

（
後
記
）
藤
倉
皓
一
郎
先
生
に
、
初
め
て
、
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
先
生
が
御
主
催
に
な
っ
た
、
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
の
同
志
社
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
夏
期
セ
ミ

ナ
ー
の
席
で
あ
っ
た
（
藤
倉
皓
一
郎
﹁
自
動
車
事
故
被
害
者
の
﹃
基
本
補
償
﹄
保
険
﹂
判
タ
二
二
七
号
（
一
九
六
九
年
）
一
六
頁
）。
そ
の
と
き
、
故
澤
井
裕
先
生
と
私
は
、

特
に
、
先
生
に
お
願
い
し
て
、
お
招
き
に
な
っ
て
い
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
の
キ
ー
ト
ン
先
生
に
、Contributory negligence 

とC
om

parative regligence

に
つ
い
て
、

詳
し
い
御
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
そ
の
後
も
、
折
に
触
れ
て
、
先
生
に
は
、
種
々
の
御
教
示
を
賜
り
、
ま
た
、
同
志
社
大
学
法
科
大
学

院
に
着
任
し
て
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
、
先
生
の
研
究
室
に
、
お
邪
魔
を
し
て
、
御
指
導
を
仰
い
だ
。
い
つ
の
と
き
も
、
先
生
は
、
労
を
い
と
わ
ず
、
御
教
示
下
さ
っ
た
。
そ

の
学
恩
に
対
し
て
、
深
甚
な
る
感
謝
の
念
を
こ
め
て
、
こ
の
拙
稿
を
、
先
生
に
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
（
一
五
）


